
まちづくり×交通×市民活動連携
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私たち、人と環境にやさしい交通まちづくりプラットフォーム滋賀は、近江鉄道
の上下分離をきっかけに市民活動と交通を連携させようと活動を始めました。
今まで近江鉄道は私鉄で、会社の事業として鉄道を動かしていましたが、
上下分離になると、お金儲けのためではなく地域にとって必要だから、公益があ
るから税金で設備をメンテナンスします。
これは、市民の鉄道になったとも言えます。となると、市民の方にその意識が
できれば、近江鉄道をもっと利用して地域をよくしていくことができます。
このためには、まちづくりと、交通と市民が一緒に動くようにする必要がありま
す。
「近江鉄道をこう使えば、この地域がよくなる」ということを市民の側からも考
えたいのです。
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移動

2

食

暮 学

働

おいしいものを食べたい、働きに行く、勉強に行く、買い物したり、会いたい
人に会う、商売のお客様に来ていただく。
全部が家の中で完結することはありません。
つまり、生きるには移動が絶対必要です。でも、当たり前すぎて、「移動」は
あまり意識されません。空気みたいな存在です。
空気がなくなったら生きていけないように、移動がなくなったら生きていけな
いのです。移動は空気のように意識されていないけど大事なのです。
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運転できない人は約３割
デートも親の送迎！？

クルマで移動できるから大丈夫？

運転が怖い・したくない人

クルマ一台年間４０万円

「クルマで移動しているから大丈夫だよ」と思います？そうだと思います。
でも、クルマを運転できない人は人口の３割います。その人たちはどうやって
生きているのでしょうか？
自分が高校生だとしたら、デートするのも親に送迎を頼むって嫌ですよね？
それに、運転が得意な人ばかりではありません。運転が怖いけど、運転しない
と働きに行けないから仕方なく運転している人もいます。幸せでしょうか？
そして、クルマが一台増えると維持費などで年４０万円かかります。２台３台
とクルマが増えるのは豊かでしょうか？

3



公共交通：固定費

こんな問題も起きています。
鉄道は施設のメンテナンスにお金がかかります。
お客様が多く乗れば一人当たりの負担は軽いのですが
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公共交通：固定費

重い、不便 渋滞がぁ

クルマが増えて利用者が減ると、一人当たりの負担が重くなります。コストも
削ろうと減便すれば不便にもなります。
こうして公共交通は萎んでいきます。
一方、クルマが増えると渋滞も増えます。
これ、みんな幸せでしょうか？
これ、社会全体で見たらどうなのでしょうか？

5



6

クルマに依存しすぎると、地域もいろいろと問題が起きてきます。
⾧い目で見て、良い地域にしたいという時、移動を一緒に考える必要があるの
です。
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移動
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あらゆる事に関係する移動をどうするか？
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• 今まで・・・・・・

「鉄道をどうするか？」

• 市民にとって・・・・・・

「鉄道でどうするか？」

• 今まで考えていなかった「クルマ依存が

続く未来」を皆で予想し共有する

• 議論の前提を皆で理解する

• まちづくりに鉄道を活かす方法について

皆で考える

今までは鉄道をどうやって残すかを議論してきましが、鉄道を残すと決まりまし
た。
これからは、市民がこの鉄道を使って地域をどのように良くしていくかを考える
段階です。
「クルマの移動が当たり前」が続くとどんな未来が来るのか？
「鉄道を活かしてどうまちづくりするか」
そんなことも皆で考えていきたいのです。
鉄道という強力なツールが皆さんの手にあるのです。
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まちづくり×交通×市民活動連携
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そこで ２年前、やさしい交通しがは
市民活動と鉄道を結び付けようと
活動を始めました。
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体験型フォーラムで交通とまちづくりについて学び、現地を見て、話し合いまし
た。
鉄道を使っている高校生にも来ていただき、生の声を聴きました。
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そうして、近江鉄道を活かして街をどう良くしたい？というアイデアを出し合
い、その中から投票で３つのプロジェクトを選び
今年度はこのアイデアを実践できるように伴走支援をしてきました。

11



まちづくりと交通の広場しが2024
（こまち広場しが）

★三つのプロジェクトと二つの事業
【プロジェクト1】沿線市民に共創プラットフォームを作る講座
近江鉄道沿線にて地域活性化を行うプレーヤーによるまちづくり講座を開
催し、沿線に愛着を持つ共通意識の形成をめざします。1月開催予定。

【プロジェクト2】駅で多様な住民活動団体が協業する講座と実習
「近江鉄道グループにぎわいづくりDAYガチャフェス2024」における複
数の駅をまたいだバル・音楽・マルシェの企画・実施を通じて大学・市
民・団体が交通まちづくりを理解し連携できる体制を作ります。（終了）

【プロジェクト3】交通・都市空間デザインの学生講座と実習
高校や大学の生徒や学生と共に、駅やまちのジオラマ作成を実習しながら
近江鉄道駅周辺の理想のまちづくりを学び、体得します。（開催中）

【市民活動プロデュース講座】
市民が「思いつき」を「プロジェクト」に仕立てて円滑に進めるためには
様々なノウハウが必要です。今回はその中から、「協働できるミーティン
グ」「活動のマネジメント」「仲間を集めて動かす」の三つのテーマで、
活動に必須のテクニックを学びます。（終了）

【成果発表・地域交流会】
今年度のこまち広場しがの成果を発表し、地域の皆さんとともに、まちづ
くりに交通を活かして地域の問題を一緒に解決していくために意見交換を
行います。ぜひご参加ください! 2025年2月11日（火祝）開催予定

近江鉄道 を どうする?

近江鉄道 で どうする?

人と環境にやさしい交通まちづくりプラットフォーム滋賀（やさしい交通しが）
は
まちづくりに交通を活かす「交通まちづくり」を沿線の住民が主体となって進
めるための人材を育成し、暮らしやすい持続可能なまちをめざしています。 
昨年、連続フォーラム「まちづくりと交通の広場しが2023」を開催しまし
た。現在は前年と同じく国交省より補助金をいただき、フォーラムで増えた仲
間とともに新たに「まちづくりと交通の広場しが2024」の三つのプロジェク
トを実施しています。

まちの問題解決に、近江鉄道を使い倒そう!

これが今年度の活動です
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コ ミ ュ ニティ ・ モバイ ル・ カ レッ ジ（ Ｃ ＭＣ ） おう み令和６ 年度 第１ 回セミ ナー

日時： ２ ０ ２ ５ 年１ 月２ ６ 日（ 日） １ ３ 時～１ ５ 時３ ０ 分

会場： 福原く よも ん邸（ 東近江市ほんまち通り 商店街・ 東近江市本町15‐ 20）
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主催： 人と 環境にやさ し い交通まち づく り プラ ッ ト フ ォ ーム滋賀 後援： 東近江市、 彦根市
協力： 滋賀県立大学地域共生センタ ー

スピーカ ー

小中儀明さ ん（ 株式会社ヨ ーク ハウス 社長・ ニード ルワーク

アーティ スト ）

嶋田拓真さ ん（ 藍染め職人）

本間浩平さ ん（ 株式会社han ik am代表取締役）

大和田順子さ ん（ 教育テッ ク 大学院大学教授）

モデレータ ー

上田洋平（ 滋賀県立大学地域共生セン タ ー特任講師）

【 コ ミ ュ ニテ ィ ・ モバイ ルカ レッ ジ（ CM C） 】 特定の学舎を持たず、 自在に移動し た先々の、 その旗印の立つと こ ろ に、 開校し 邂逅する、

市民の学びのプラ ッ ト フ ォ ーム／コ ミ ュ ニテ ィ です。 CM Cは、 「 ま なびたい」 「 おし えたい」 「 つながり たい」 と いう 気持ち をも っ て思

い立っ た市民がそこ に一人でも いれば、 と き をえら ばず、 と こ ろ かま わず、 そのと き その場に開き ます。

小中儀明さ ん

彦根市内で栽培
さ れている綿花

お申込みはこちらの
Q R

コードから！
もしくは ０７４９‐２８‐９８５２（滋賀県立大学地域共生センター人と地
域研究室

）

この後、各メンバーから発表しますが、
①沿線にこんな魅力があるんだと共通の想いを持つために、コミュニティモバ
イルカレッジを開催し、
②１００％近江鉄道沿線産のデニムを作ろうというテーマで話し合いました
そして地域の方々に集まっていただき鳥居本駅でバルを企画したり
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国土交通省モビ リ ティ 人材育成採択事業

まちづく り と 交通の広場2 0 2 4
← 主催： 人と 環境にやさ し い交通まちづく り プラ ッ ト フ ォ ーム滋賀（ やさ し い交通し が）
　  後援： 滋賀県、 滋賀県教育委員会

■ 日時・プログラ ム

1 1 月  9 日（ 土） 1 3 -1 6 時 ジオラ マっ て？

1 1 月1 7 日（ 日） 1 0 時半-1 6 時 駅を見て歩こ う

1 1 月2 3 日（ 土） 1 1 -1 6 時 ジオラ マ製作1

1 2 月  7 日（ 土） 1 1 -1 6 時 ジオラ マ製作2

1 2 月2 1 日（ 土） 1 1 -1 6 時 ジオラ マ製作3

■ 参加費　 無料（ 講習・ 材料費含む）

■ 会場

彦根コ ミ ュ ニティ カ フ ェ  On Your Mark
滋賀県彦根市京町3 -3 -2 4

JR琵琶湖線・ 近江鉄道 彦根駅 徒歩8 分

■ お問合せ、 お申し 込み

メ ール： to d a tod a2 @ cotto n .ocn .n e.jp

電話： 090-2624-5159（ 担当： 戸田）

　 留守録にお名前と 連絡先を 入れてく ださ い。 折り 返し ます

も し く は　 On  Yo u r M a rk　 忠田まで

駅を見て学んで　 　 理想を 考えて　 　 　 作っ てみる  

15-18才歓迎！　交通とまちづくりを学ぶ 

駅と まち の模型づく り 体験
− ジオラ マ･ワーク ショ ッ プ−

楽しい・居心地のよい駅とまちを模型で作っちゃおう

模型ジオラマ制作を指導付きで無料体験できます！

駅っ て通り 過ぎるだけ？　 電車を待つ間、 何をする ？

友だちと おし ゃ べり し たり 、 勉強し たり 、 おやつを食べたり ……

楽し く て居心地のいい駅やまちはどんなカ タ チ？　

お年寄り や身体の不自由な人も 使いやすく なら ないかな？　

交通まちづく り を 学び、 いろんなこ と を考え、 鉄道模型のベテラ ンの指導を受けて

ジオラ マを作り ます。 ワク ワク を見つけに、 ぜひおいでく ださ い！

実物の1 5 0 分の1 の大きさ （ N ゲージサイ ズ） の駅と まちの

模型ジオラ マを 作り ます。 どんなまちがいいのかを 建物や道

路を 作っ たり 人形を並べたり し ます。

実際に駅を 見学するなど、 まちづく り の講座も あり ます。

■持ち物　 筆記用具、 飲み物

保護者の方へ

私たち「 人と 環境にやさ し い交通まちづく り プラ ッ ト フ ォ ー

ム滋賀」 では、 まちづく り に交通を活用し て地域の元気を 生

み出す人材を育成し ています。 今回、 国交省の補助を受け、

公共交通を 主に使う 年齢の方が理想の駅と まちを考え、 ジオ

ラ マを作り ます。 ぜひご参加をお勧めく ださ い。

←近江鉄道沿線の方は、１日350円(近江鉄道ライドパス) 
近江鉄道定期券の方は1回100円で彦根まで来れます→ 

こ の二つ、 ジオラ マなんです!こ の二つ、 ジオラ マなんです!

③ジオラマ作りを通して、駅と周辺のまちづくりを考える試み
そして、
④市民活動プロデュースを進めるにあたって、さまざまな障害の乗り越え方を教
える講座も開きました
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５０年～

乗り物 様々な人 目的

歴史地域

鉄道の駅って面白い存在です
電車だけでなく、バスやタクシー、自転車や徒歩などさまざまな乗り物が集
まってきます
そして、通勤通学の人だけでなく、家族づれ子供づれ、障がいのある方、お年
寄りなど様々な方が集まります
目的もさまざまで電車に乗る・切符を買うだけでなく、お茶を飲んだり読書し
たり駅ピアノを演奏したり買い物したりと多様です
山や街や郊外などさまざまな地域から人が集まります
そして、これが何十年にもわたってまるでミルフィーユ、地層のように積み重
なります。今８０歳の人も高校時代は駅を使った思い出があったりするのです。
こんな風に、多様な人々が集い・思い出を共有しているのが駅です。
こんな施設、他にあるでしょうか？
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16

こうした
駅が連なる鉄道

そして、この人が集う駅をレールが結んでいるのが鉄道です。
人と人を繋ぐには、物凄い力を持っているのです。
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駅について、いろいろと話し合ってきました。
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18

福井では、クルマで移動すると通過するだけの駅が、
人と人を繋げる拠点になっていきました。
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19

福井ではどうやって交通まちづくりを成功させたのか？
市民・鉄道・商工会・・・
それぞれの立場の方々からも話を聞きました。
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人は快適な方に動く

20

カッコ悪い

わかりづらい

不便・高い

ストレス

臭い・汚い

暗い・怖い

寒い・辛い

カッコいい

わかりやすい

便利・安い

スムース

清潔

明るい安心

心地よい

カッコいい

わかりやすい

便利・安い

スムース

清潔

明るい安心

心地よい

逃 惹

そして、人は快適な方に動きます。
近江鉄道の待合室は、高校生が暖かく楽しく時間を過ごせる場所になっている
か？
今は風が吹き抜ける中、震えながら電車を待っています。
そういう扱いを受けた若い方々が地域にどんな思いを持つでしょうか？
無関心のままだと変わりません。
大人たちが関心を持つ必要があります。市民が関心を持つと、良くなっていき
ます。
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５０年～

乗り物 様々な人 目的

歴史地域

交通まちづくりの第一歩は自分たちの駅について考える
いろんな人が繋がる駅を活かす事です。
ぜひみなさんと一緒に考えていきたいのです。
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